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淡海の市民活動・ネットワーク情報誌�

●発行日／2009年4月1日　●発行所／（財）淡海文化振興財団�

4・5月号�

No.

1■ＮＰＯさぽーとぽけっと� 5■市民団体活動紹介�
　ＮＰＯのわッ�
●sound eco（サウンドエコ）�
●里山コミュニティ夢織（ゆめおり）�
●0203（おおつおうみ）の会�

地域の居場所�
コミュニティ・サロンの運営�
～資金を集めよう～�

7
■おうみネット★�
　INFORMATION�
　4月・5月�

情報誌おうみネットは奇数月に1万部を発行し、県
内の公共施設、銀行、学校、登録団体など約2000カ
所、県外約350カ所へ配布し、ホームページにも掲
載しております。2009年度からINFORMATIONペ
ージの最下段におきまして、広告掲載スペースを設け
ます。広告掲載につきまして、ご関心をお持ちの方は、
当センターまでご連絡ください。
●掲載スペースは横5.7cm～17cm×縦3.5cm
●掲載料は一号につき
10,000円～30,000円です。

3月3日、株式会社びわこ銀行様から「お
うみNPO活動基金」に50万円のご寄付を
いただきました。
地域で展開される環境保全活動への一層

の支援を通して、地球温暖化防止など環境
負荷の軽減や自然環境保全の推進をしたい
との思いを込め、2007年から毎年ご寄付

をいただいており、今回で3回目となりまし
た。
いただいた浄財は、「おうみNPO活動基

金」の原資に加え、県内のNPOが取り組む
環境保全をはじめとする活動への助成に活
用させていただきます。

★このコーナーに関するお問い合せは淡海ネットワークセンターまで

（財）淡海文化振興財団�

■〒520-0801　大津市におの浜1-1-20　ピアザ淡海2階�
■TEL 077-524-8440　■FAX 077-524-8442�
■http://www.ohmi-net.com�
■E-mail:office@ohmi-net.com

開館時間／9：00～17：00　休館日／月曜日、祝日�

●淡海ネットワークセンターの情報誌「おうみネット」は次のところに配布しています。�
県内図書館、琵琶湖博物館、男女共同参画センター、文化産業交流会館、陶芸の森、草津ま
ちづくりセンター、県社協ボランティアセンター、大津市生涯学習センター、栗東芸術文化会館
さきら、滋賀銀行、びわこ銀行、滋賀県信用組合、公民館、各地域振興局、県民情報室など�

編集後記�

情報誌おうみネットでの
広告掲載のご案内

2009年4月から開館時間と休館日は次の
とおりとなります。ご利用の際には、ご注
意ください。

●開館時間　9：00～17：00（火曜日～日曜日）
●休館日　月曜日、祝日

市民活動団体の運営について
ご相談ください

淡海ネットワークセンターでは、センタ
ーの運営に広く県民の皆さんの意見を反映
することを目的に、運営会議を設置してい
ます。この運営会議の委員を募集します。
◆募集人員：1名
◆応募資格：滋賀県内に居住または勤務（通
学）し、市民活動を実践しているか、市民活動
に関心がある20歳以上（3月1日現在）の方
◆任期：2009年4月から2011年3月まで（2年間）

◆職務：運営会議に出席して、淡海ネット
ワークセンターの運営について幅広い視野
から意見を述べていただいたり、提案をし
ていただきます。また、センター主催の催
しへの参加や協力をしていただきます。会
議は、年間6回程度を予定しています。
◆応募期限：2009年4月15日（水）必着
※詳細はチラシ、ホームページをご覧くだ
さい。

淡海ネットワークセンター　第7期運営会議委員の募集

地域課題の解決に向け、地域社会を担う市民や中小企業者などが互いに智恵を出し合って連
携・協働することが求められており、その具体的手段として、地域の農林水産物や観光資源な
どを活用する「地域資源活用ビジネス」や「ソーシャルビジネス」が注目を集めています。今
回のフォーラムでは国の政策の動向や全国の最新情報を提供します。
◆日時：4月23日（木）13：30～16：30
◆会場：コラボしが21 3F 大会議室　◆定員：100名
◆基調講演：「コミュニティビジネスー農商工連携で地域に活力を」

経済産業省大臣官房審議官　大塚洋一郎氏
◆事例報告：滋賀県内で地域ビジネスに取り組む、油藤商事（株）、権座・水郷を守り育てる会、
青花食研（株）から報告します。

◆主催：産業支援プラザ、淡海ネットワークセンター　※詳細は、チラシ、ホームページをご覧ください。

地域ビジネスネットワークフォーラム開催のお知らせ

びわこ銀行様から「おうみNPO活動基金」へ
ご寄付をいただきました。

サウンドエコ代表の川村さんと私は偶然にも同じ学年でした！去年から、同い年で市民活動に力を
入れる知り合いが増えてきました。28歳という年齢は何かに気付き始める年齢なのでしょうか…。
サウンドエコさんの実行力を見て、若い人を初め、老若男女いろんな方が市民活動に参加し、町や
世界全体がよくなっていけばいいなあと考えたりしました。
（おうみネットサポーター　山名〔旧姓団〕朋希）

67号に続いて、今度は栗東の里山「桃源郷」での取材活動でした。長靴とノコ持参の取材で、汗と
ともに、鋭気をたっぷりいただきました。センタースタッフも同行いただき、こちらも、ありがと
さんでした。
（おうみネットサポーター　岡崎一郎）

「男女共同参画」はその意義を正しく理解してもらいにくいと感じるときもありますが、本来「人
権」に属するとても大切なことで、対象もすべての人、すべての分野に渡ります。権利というのは
持っている時（人）には意識されにくく、ない時にその不可欠なことを思い知るもので、そういう
意味でもO2（酸素）やO3（オゾン）層みたいですね。
（おうみネットサポーター　平井育恵）

特集●淡海とぴっくす�

『NPOと�
　新公益法人制度』�

2
災害時徒歩帰宅訓練�
第7回サバイバルウォーク�
日時●5月24日（日）（申込締切：5月18日（月））�

雨天決行…災害は天候を選びません�
スタート●堅田駅7:30、近江舞子駅10:40、高島駅11:30　�
ゴール●新旭公民館�

13:00～15:00（到着後炊き出しあり）�
参加費●大人500円、高校生以下300円�
連絡先●たかしま災害支援ボランティア・ネットワーク「なまず」�
TEL・FAX：0740-25-5095

　琵琶湖西岸断層帯の真上に位置するJR線、国道
161号線および主要道路は、大地震発生により不通
になることが予想され
ます。いざというとき、
通勤・通学・外出者が
自分の足で帰宅でき
るようにルートを確認
しながら歩きます。�

蒲生野考現倶楽部�
田植え体験 

　イセヒカリという特別な品種を有機農法で栽培す
る環境こだわり米です。平安神宮による祝詞の後、赤
タスキを懸けて１本１本丁
寧に植えていき、伝統にの
っとった田植えをします。秋
には跋穂祭と収穫祭を行
います。�

日時●5月16日（土）10：00～�
場所●日野町川原の県道沿いの田で吹き流しの旗が目印�
参加費●1,000円（おにぎり付）�
連絡先●蒲生野考現倶楽部�
TEL：0748-52-1398 当日連絡090-2012-2386（井阪）�

当センターでは、市民活動団体やNPOの
運営についてご相談を受けております。設
立や運営について、助成金について、新た
な事業展開についての相談など、お電話で
も直接お越しいただいても結構です。お気
軽にご相談ください。

●NPOミニ講座：毎月第2金曜日
14：00～15：00

NPO法人の設立の手続き、市民団体の組
織運営について、ミニ講座を開催していま
す。ご参加お待ちしております。

●最近の相談事例
地域の高齢化が進んでおり、コミュニ
ティバスの運営をしたいと考えていま
す。NPO法人として運営するべき

か？他の地域で良い事例がないだろうか？
四日市市の「生活バスよっかいち」への視
察をアレンジしました。この機会に、他県
の実施団体との連携が始まり、コミュニテ

ィバス運営に向けて準備が始まっています。
障害児の親が子どもを連れて気楽に交流
できる地域のサロンを始めています。一

人で活動しているので、仲間を作りたいのです。
仲間を求めていることをチラシなど
で、参加者や友人に呼びかけてみては

どうでしょう。また、当センターのメール
マガジンやホームページでも、スタッフや
ボランティア募集を呼びかけることが出来
ますのでご利用ください。

おうみネット発行月変更について開館時間・休館日の変更についてお知らせ

いつも情報誌おうみネットをご愛読いた
だきまして、ありがとうございます。
2009年度から奇数月発行となります。
次号の発行は2009年7月です。

2009年4・5月号 Vol.68



2 2009年4・5月号 Vol.68 1 2009年4・5月号 Vol.68

NPO SUPPORT POCKET
あなたのＮＰＯ活動をサポートする情報をお届けします。�

●NPOさぽーとぽけっと●�

また春がやってきました。バスでも電車でも少し

緊張気味の青春をいっぱいカバンに詰めた若者を見

かけます。私も少し若返った気分。当世の若者はと

いう辛口論評の多い中、私が出会う若者達は、目を

キラキラと輝かせ社会に役立つ仕事をしたいと熱っ

ぽく語ります。具体的なプランはなくても綿帽子の

ような夢を持っているのはステキです。

しかし、実際は理想と現実のギャップにより

「7・5・3問題」（中卒者の7割、高卒者の5割、大卒

者の3割が就職から3年以内で離職する問題）が取り

ざたされています。京都で市民活動をしていた時に

は、インターネットを検索して面白そうだとやって

きた学生たちが数人インターンをしていました。課

題提案型で仕事を6か月間してもらいやっと細かく

指示しなくても自分で動けるようになってきたと思

ったら就職で東京へ。彼らに新たな旅立ちの抱負を

聞くと、3年くらいで次のステップ（転職、起業、

留学等）を考えている人が多く、「一流企業」への

就職にステータスを感じない世代だと思ったもので

す。最近は、“好きを仕事に”にできない生きにく

さに不安を持つ若者を「豊かな社会」の問題として

捉えがちですが、そういうことが起こっていること

の意味をみんなで読み解く必要があります。おうみ

ネット66号でご紹介したように、人生のある時期

NPOで働くことが、社会的に評価され、キャリア

形成につながる環境整備や企業とNPOとの協働も

大切なことだと痛感しています。

若い若いって、年齢のことだけではない心の青春

もあります。サミエル・ウルマン作『青春』の一節

にあるように、「青春とは人生のある期間を言うの

ではなく、心の様相を言うのだ」。つまり青春とは

希望に満ちた心を持ち続けることです。心の青春を

持ち続け、失望の淵から立ち上がってみようとする

のも大切なこと。もう歳だといわないで青臭い書生

論を春の風に乗せておおいに語ってみませんか。

春の風に乗せて

Essay・エッセイ

淡海ネットワークセンター事務局長 浅野 令子

市民の散歩道�

●まずは自己資金を準備して
地域の居場所やコミュニティ・サロンを始めるためには、調理備品や

材料、スタッフにかかる保険や人件費、ボランティアの実費など立ち上

げ時の資金と当初3ヶ月程度の運転資金が必要です。

資金はなるべく自己資金を準備しましょう。その上で足りない資金を

どのように集めるか考えるべきでしょう。どうしてもやりたいという覚

悟を自分たちで確認し合い、中心になるメンバーで、どれくらい出し合

えるのか、話し合ってみてください。

●寄付（お金や物品）を集める
寄付は、地域にとって必要なことが明確で、目的を理解してもらえれ

ば集まりやすくなります。目標とする金額などを出し、分かりやすいパ

ンフレットを作り、身近な人からその友人、知人へと広げていきましょ

う。必要な機材や備品のリストを出し、物品寄付も募ると、広く協力を

得られやすくなります。

また、新聞で記事として取り上げでもらうと、広く知ってもらうこと

が出来ます。県庁や市役所の広報課で新聞社などへの資料提供について

問い合わせたり、新聞社へ直接連絡してみてください。

●市民債で協力を募る
市民債は、寄付とは違い、応援したいという人から一時お金を借りる

ものです。多くの場合、無利子で返済期限は5～10年としています。後

に返済されるということで、寄付よりも大きな金額を集めることが出来

ます。趣旨書と債券を作り、出資者の管理をしていきます。協力者へは、

事業の経過、活動報告など、こまめに報告していきましょう。

※市民債については法的な制約もあるので専門家にご相談ください。

●助成金を申請する
助成金はさまざまな分野の活動に対して出されていますので、目的に

あった助成金に応募しましょう。助成金情報は、当センターのホームペ

ージや下記のホームページなどで紹介されています。目的にあった助成

がなくても、後日、別の募集が掲載されるので、何度もチェックしてく

ださい。行政の窓口や社会福祉協議会などでも案内してくれますので確

認してください。申請したい助成が見つかったら、事前に助成団体に連

絡を取り、過去にどのような団体や事業への助成実績があるのか、審査

ではどのような点を重視されるのか確認してみましょう。事前説明会な

どがある場合は、ぜひ参加してください。応募の際には、助成金の目的

と企画書の内容が合っているか、助成によってどのような効果があるか、

実行可能と感じてもらえるよう具体的に説明できているか、などを確認

して申請資料を作成します。

財団法人助成財団センター：http://www.jfc.or.jp/

日本財団：http://www.nippon-foundation.or.jp/

地域の居場所やコミュニティ・サロンは、地域の人がお互いに支え

あう場となっていくと、長く安定して運営されていくようです。お互

い様で支え合いながら、息の長い活動をしていってくださいね。

淡海ネットワークセンターでも団体運営などの相談を受けています

のでお気軽にご相談ください。

地域の居場所、コミュニティ・サロンの運営　～資金を集めよう～

地域の人と人をつなぎ、地域
全体をいきいきとさせる地域の
居場所やコミュニティ・サロン
を始めるためには、まとまった
資金が必要です。今回は、資金
の集め方をご紹介します。
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。
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を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

NPOと新公益法人制度�

特集●淡海とぴっくす�

NPOと新公益法人制度�

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

三木秀夫さんプロフィール
弁護士。三木秀夫法律事務所所長。

NPO法人大阪NPOセンター理事、

日本NPO学会前理事）などを務め

る。著書に「NPO法人の設立と運

営Q&A」(共著)など。

2008年12月に新公益法人制度がスタートしました。「一般社団法人」「一般財団
法人」の設立が登記手続きを経るだけでできるようになりました。市民活動団体にと
っても、選択できる法人格の幅が増えるこの制度につ
いて、NPOや公益法人改革など、市民活動の基盤整
備の分野でも活躍されている弁護士の三木秀夫さんに
お聞きしました。

今
回
、
公
益
法
人
制
度
が
改

革
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
制
度
に
問
題
が
あ

っ
た
の
で
す
か
？

で
は
、
新
し
い
制
度
で
は
、

何
が
新
し
く
な
り
、
注
目
さ

れ
る
点
な
の
で
す
か
？

三木さん びわちゃん



4 2009年4・5月号 Vol.68 3 2009年4・5月号 Vol.68

NPOと新公益法人制度特集●淡海とぴっくす

こ
の
よ
う
に
、
物
品
販
売
に
該
当
す

る
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
自
体
が
公

益
目
的
事
業
で
あ
れ
ば
収
益
事
業
の
課

税
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
公
益
法
人

で
は
な
い
が
、
非
営
利
を
徹
底
し
た
一

定
の
要
件
を
備
え
た
一
般
社
団
・
財
団

法
人
は
、
収
益
事
業
三
十
四
業
種
の
み

課
税
対
象
で
す
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
同
じ
で
す
。

公
益
法
人
も
税
率
に
つ
い
て
は
普
通

法
人
並
み
で
す
が
、
課
税
さ
れ
る
範
囲

が
狭
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
画
期
的

な
税
制
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

運
営
費
・
管
理
費
も
含

め
た
全
体
経
費
の
中
で
公

益
目
的
に
使
わ
れ
る
費
用

が
五
十
％
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
れ
は
「
公
益
目
的
事
業
比
率

五
十
％
ル
ー
ル
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
注
目
す
る
べ
き
は
、
無
償
役
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
人
件
費
で

す
。
多
く
の
市
民
団
体
な
ど
で
は
低
廉

な
対
価
で
役
員
な
ど
が
活
動
し
て
い
る

団
体
が
多
い
の
が
現
実
で
す
。
人
件
費

公
益
認
定
を
受
け
た
場

合
、
法
人
税
法
で
収
益
事

業
と
定
め
ら
れ
て
い
る
三※

十
四
業
種
で
あ
っ
て
も
、
公
益
目
的
事

業
に
つ
い
て
は
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

公
益
目
的
事
業
と
い
う
の
は
、
法
人
が

公
益
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
る
本
来
の

事
業
で
す
。
例
え
ば
、
ま
ち
づ
く
り
の

公
益
法
人
が
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
研

究
し
た
成
果
物
の
本
な
ど
を
売
っ
て
知

識
の
普
及
を
し
た
い
と
か
、
セ
ミ
ナ
ー

で
の
知
識
の
普
及
や
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
る
活
動
グ
ッ
ズ
を
作
っ
て
配
布
す
る

こ
と
は
公
益
目
的
事
業
に
な
り
ま
す
。

収
益
事
業
は
そ
れ
と
は
別
で
、
公
益
目

的
事
業
を
支
え
る
資
金
づ
く
り
の
た
め

に
す
る
事
業
で
す
。
自
分
た
ち
の
活
動

ス
ペ
ー
ス
の
一
画
が
空
い
て
い
る
か

ら
、
こ
こ
で
喫
茶
店
を
開
い
て
収
益
を

得
る
の
は
公
益
目
的
事
業
に
あ
た
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
店
で
こ
の
地
域

の
特
産
品
の
普
及
に
な
る
も
の
を
提
供

す
る
場
合
、
公
益
目
的
事
業
に
入
っ
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ク
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
テ
ス
ト
方
式
型

で
認
定
が
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

場
合
は
、
収
入
に
占
め
る
寄
付
の
割
合

に
注
目
し
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
か
ら

寄
付
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
か
と

い
う
、
収
入
を
見
る
米
国
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
サ
ポ
ー
ト
・
テ
ス
ト
方
式
型
で
認

定
し
ま
す
。

市
民
団
体
で
も
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
寄
付
金
の

税
制
優
遇
も
公
益
性
の
認

定
も
特
に
い
ら
な
い
、
課
税
に
も
無
関

心
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
の
関
与

が
一
番
薄
い
一
般
社
団
・
財
団
法
人
に

な
る
団
体
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

行
政
の
関
与
が
比
較
的
弱
く
公
益
団

体
と
し
て
の
冠
が
欲
し
い
と
か
、
寄
付

金
の
税
制
優
遇
は
な
い
が
、
法
人
税
の

優
遇
が
若
干
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
選

択
す
る
の
で
あ
れ
ば
Ｎ※

Ｐ
Ｏ
法
人
を
選

択
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
公
益
認
定
法
人
は
行

公
益
認
定
は
必
要
な

い
の
で
、
一
般
社

団
・
財
団
法
人
か
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
移
り
た

い
と
い
う
場
合
も
あ

り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

公
益
法
人
と
は
移
行

に
関
す
る
規
定
が
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、

徐
々
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
財
産
を
移
し
て
い

く
よ
う
な
形
で
事
業

を
縮
小
し
な
が
ら
移

し
て
い
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

政
の
関
与
が
強
い
反
面
、
税
の
優
遇
は

大
き
い
。
最
も
優
遇
が
厚
い
の
が
公
益

認
定
法
人
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
税

の
優
遇
が
あ
る
分
、
事
務
量
が
最
も
煩

雑
で
す
。
法
律
の
条
文
も
や
や
こ
し
く
、

維
持
し
て
い
く
に
は
税
理
士
な
ど
専
門

家
と
の
連
携
な
し
に
は
難
し
い
こ
と
も

覚
悟
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
今
後
は
、

認
定
の
厳
し
さ
で
選
択
が
変
わ
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。法

律
上
は
、
組
織
変
更

の
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
益
認
定
法
人
へ
移
行

し
た
い
場
合
、
一
つ
は
、
い
っ
た
ん
別

に
立
ち
上
げ
て
動
き
出
し
て
か
ら
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
解
散
し
て
財
産
を
贈
与
す
る

な
ど
と
い
う
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
も
、
移
る
先
が
一
般
社
団
法

人
の
場
合
も
あ
れ
ば
公
益
社
団
法
人
の

場
合
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に

方
法
を
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
も
う
一
つ
は
、
別
法
人
と
し
て
並

列
に
組
織
を
作
る
こ
と
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
は
別
に
一
般
社
団
・
財
団
法
人

を
立
ち
上
げ
て
、
二
つ
の
法
人
で
事
業

を
や
っ
て
い
く
と
い
う
形
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
そ
の
逆
で
、
旧
公
益
法
人
が

部
分
は
公
益
目
的
事
業
費
用
に
あ
た
り

ま
す
が
、
そ
こ
が
圧
縮
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
公
益
法
人
の
認
定
で
は
、
無
償

の
活
動
、
無
償
役
員
も
含
め
て
、
一
定

の
価
値
が
あ
る
と
い
う
算
出
根
拠
を
示

し
、
誰
が
ど
れ
だ
け
活
動
し
た
か
も
全

部
記
帳
し
て
資
料
に
残
し
て
お
く
。
そ

れ
に
合
理
的
根
拠
が
あ
れ
ば
認
め
る

し
、
も
し
合
理
的
根
拠
が
な
い
場
合
で

も
、
少
な
く
と
も
最
低
賃
金
で
も
っ
て

算
出
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
事
業

費
と
し
て
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
見
え
な

い
人
件
費
が
公
益
事
業
費
と
し
て
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
、
公
益

財
団
法
人
の
場
合
、
公
益

認
定
等
委
員
会
の
諮
問
で

公
益
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
内
閣
総
理

大
臣
ま
た
は
都
道
府
県
知
事
に
よ
り
公

益
認
定
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認

定
者
は
国
税
庁
長
官

に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
認
定
基
準
は
大

き
く
違
い
ま
す
。

公
益
法
人
の
公
益

認
定
は
「
公
益
事
業

比
率
五
十
％
ル
ー
ル
」

な
ど
い
く
つ
か
の
基

準
に
よ
り
、
公
共
の

利
益
の
た
め
に
ど
れ

だ
け
お
金
を
使
っ
て

い
る
か
と
い
う
、
資

金
の
使
い
道
を
見
る

英
国
の
パ
ブ
リ
ッ

一
般
社
団
・
財
団
法
人
が
公
益

認
定
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

条
件
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
公
益
認
定

法
人
へ
法
人
格
を
移
行
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
か
？

法
人
体
系
の
選
択
肢
が
増
え
、

多
様
化
し
て
き
た
中
で
、
組

織
の
規
模
や
目
的
に
あ
っ
た

法
人
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
ど
ん
な
理
念

で
活
動
し
て
い
く
の
か
、
何

を
目
指
す
の
か
を
組
織
の
中

で
話
し
合
い
、
ま
た
専
門
家

と
も
協
力
し
な
が
ら
、
自
分

た
ち
に
合
っ
た
法
人
を
選
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
益
法
人
と
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
は
、
認
定
さ
れ
る
上
で
、

ど
ん
な
点
に
違
い
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

任
意
団
体
で
こ
れ
か
ら
法
人
格

を
取
る
と
す
れ
ば
ど
の
法
人
格

が
い
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

※物品販売業、不動産販売業、製造業、通信業など法人税法で定められている業種※NPO法人の法人住民税は、申請によって課税免除の適用を受けられる場合があります。所在する都道府県および市区町村へお問い合せください。

公
益
法
人
と
認
定
さ
れ
た
場

合
の
税
優
遇
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。
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地域や社会を良くしていきたいと�
がんばっている市民活動・NPOを紹介します。�
興味を持たれた団体に連絡してみませんか？�

おうみネットを一緒につくりませんか？�
おうみネットサポーターを随時募集しています。�
興味のある方はセンターまでお問い合わせください。�

このコーナーは「おうみネット」発行をサポートする「おうみネットサ
ポーター」が市民活動団体・ＮＰＯの情報提供から取材・執筆まで
を行っています。�

わっ�サ
ウ
ン
ド
エ
コ
と
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
（
音
楽
、

あ
い
さ
つ
、
声
な
ど
様
々
な
「
音
」）
と
Ｅ
Ｃ
Ｏ

（
環
境
）
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
様
々
な

声
に
耳
を
傾
け
、
声
を
届
け
、
そ
れ
ら
を
つ
な

ぎ
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
な
ど
）
を
生
か
し
、
感
性
を
大
切

に
し
、
少
し
で
も
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
な

が
る
意
義
の
あ
る
行
動
を
と
い
う
想
い
で
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

代
表
の
川
村
さ
ん
は
昨
年
か
ら
、
環
境
問
題

に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
偶
然
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
に
携
わ
る

仲
間
と
出
会
い
、
思
い

を
伝
え
、
現
在
の
活
動

を
始
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
七
月
か
ら
本
格
的
に
始
動
し
、

エ
コ
さ
ん
ぽ
（
月
一
〜
二
回
）、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
で
の
勉
強
会
、
ヨ
ガ
を
通
し
て
自
然
を
感

じ
る
イ
ベ
ン
ト
、
新
春
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。「
エ
コ
さ
ん
ぽ
」
と
は
、

さ
ん
ぽ
を
楽
し
み
な
が
ら

清
掃
活
動
を
行
い
、
地
域

と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と

い
う
活
動
で
す
。
環
境
問

題
や
地
域
の
人
々
と
の
交

流
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち

で
考
え
、
無
理
な
く
で
き

る
こ
と
か
ら
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
週
金
曜

日
夜
十
時
か
ら
、
公
式
サ
イ
ト
で
ネ
ッ
ト
テ
レ

ビ
を
放
送
。
環
境
問
題
や
地
域
活
動
な
ど
、
地

域
が
繋
が
る
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
、
い
ろ

ん
な
方
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
、
夢
や
想
い
を

伝
え
る
番
組
創
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
川

村
さ
ん
は
、
全
国
へ
も
様
々
な
取
り
組
み
を
伝

え
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
サ
ウ
ン
ド
エ

コ
の
活
動
は
ど
ん
ど
ん
拡
大
中
で
す
。

私
が
サ
ウ
ン
ド
エ
コ
と
出
会
っ
た
の
も
偶
然

で
す
。「
エ
コ
さ
ん
ぽ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に

惹
か
れ
、
サ
ウ
ン
ド
エ
コ
の
Ｈ
Ｐ
を
見
て
み
る

と
「
な
ん
て
ス
テ
キ
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
！
」
と
、

と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
表
現
す
る
力
と

い
う
の
は
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
た
の
で
し
た
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
　
山
名
〔
旧
姓
団
〕
朋
希
）

soundeco（サウンドエコ）（彦根）�話�

soundeco（サウンドエコ）
代表●川村憲太
設立●2008年
会員数●18名
連絡先●彦根市本町3丁目3-41
TEL：090-9057-8061
FAX：0749- 23-5292 
e-mail：info@sound-eco.com
URL：http://www.sound-eco.com/

●手作り感のインターネット
テレビ

●自然との一体感が味わえ
るサウンドエコのメディ
テーション・カフェ

●里山コミュニティ夢
織の「こんこん山の
秋まつり」でのツリ
ーイングです。地域
のまつりに発展して
ほしい！

●0203の会主催の講演会
『源氏物語と紫式部』～
ジェンダーで読み解く
平安時代～

●サウンドエコのエコさん
ぽ

活
動
し
て
い
る
里
山
は
、
の
ど
か
な
桃
源
郷
を

し
の
ば
せ
る
栗
東
市
井
上
地
区
の
中
に
あ
り
ま
す
。

路
肩
に
車
を
止
め
、
そ
の
広
場
に
向
か
っ
て
山
に

入
り
、
登
る
こ
と
十
五
分
。
元
棚
田
の
面
影
が
し

の
ば
れ
る
「
こ
ん
こ
ん
山
」
に
到
着
。
明
る
い
林

で
は
大
人
ふ
た
抱
え
分
も
あ
り
そ
う
な
大
木
が
目

に
つ
き
ま
し
た
。
里
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
夢
織

ゆ
め
お
り

が
企

画
・
実
施
し
て
い
る
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

木
登
り
「
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
」
は
、
自
然
と
一
体
と

な
り
、
鳥
や
虫
の
気
分
を
味
わ
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
昨
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
子
育
て
研
究
会
」

と
協
働
で
、
発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
も
体
験
し

ま
し
た
。
参
加
者
全
員
が
木
に
登
っ
た
時
は
、
親

御
さ
ん
と
と
も
に

感
激
し
た
そ
う
で

す
。

こ
の
里
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
夢
織

ゆ
め
お
り

は
、「
地
域
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
」
を
目
指
す
お
う
み
未
来
塾
八
期
生

か
ら
始
ま
っ
た
活
動
歴
二
年
の
若
々
し
い
集
ま
り

で
す
。
こ
の
活
動
は
、
里
山
を
心
の
ふ
る
さ
と
に

し
て
ほ
し
い
、
周

辺
地
域
や
人
の
繋

が
り
を
里
山
と
の

関
わ
り
を
と
お
し

て
作
り
た
い
と
の

思
い
と
、
長
年
同

じ
夢
を
描
き
実
践

し
て
こ
ら
れ
た
山

主
さ
ん
の
思
い
と
が
一
致
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

地
区
の
全
戸
三
十
二
軒
を
数
度
に
わ
た
り
訪
問

し
、
住
民
の
思
い
、
里
山
と
の
関
わ
り
な
ど
を
聞

い
て
、
歩
き
な
が
ら
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
里
山
は
そ
こ

に
あ
る
だ
け
の
存
在
で
し
た
が
、
活
動
に
よ
り
里

山
の
価
値
へ
の
再
認
識
が
広
が
り
ま
し
た
。

里
山
で
の
活
動
は
、
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
の
ほ
か
に
、

音
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
草
木
染
め
、
竹
細
工
な

ど
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
里
山
で
活

動
し
て
い
る
他
の
グ
ル
ー
プ
の
つ
な
ぎ
役
、
里
山

と
い
う
資
産
を
再
発
掘
、
地
域
に
開
か
れ
た
「
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
金
勝

こ
ん
ぜ

の
眠
れ
る
お
宝
を
掘
り
起
こ
し
て
い
ま
す
。
熱
い

同
志
を
歓
迎
し
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
　
岡
崎
一
郎
）

輪�里山コミュニティ夢織（栗東）�
ゆめおり�

里山コミュニティ夢織
代表●山本達也
設立●2007年
会員●10名
連絡先●栗東市岡376
TEL：090-3863-8772
FAX：077-552-7025
e-mail：sankakuya@maia.eonet.ne.jp
URL：http://satoyume.shiga-saku.net/

み
な
さ
ん
「
日
本
女
性
会
議
」
は
ご
存
じ
で

し
た
か
？

一
九
七
五
年
の
国
際
婦
人
年
に
、
メ
キ
シ
コ

で
第
一
回
世
界
女
性
会
議
が
開
か
れ
、
こ
れ
に

続
く
十
年
を
「
国
連
婦
人
の
十
年
」
と
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
「
日
本
女
性
会
議
」
は
生
ま

れ
ま
し
た
。
一
九
八
四
年
に
名
古
屋
で
第
一
回

大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
各
都
市
で
開
催
さ

れ
、
そ
の
第
二
十
回
大
会
が
「
日
本
女
性
会
議

二
〇
〇
三
お
お
つ
」
で
し
た
。

大
津
市
が
募
集
し
た
実
行
委
員
会
に
は
約
二

百
名
が
集
ま
り
、
開
催
の
二
年
前
か
ら
準
備
を

始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
面
識
も
な

く
、
年
齢
も
立
場
も
違
う
人
が
、
力
を
合
せ
て

一
か
ら
作
り
上
げ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
な
か
か

ら
「
せ
っ
か
く
の
出
会
い
と
経
験
を
こ
の
後
も

活
か
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
方
々
が
中
心
と
な

っ
て
「
０
２

お
お
つ

０
３

お
う
み

の
会
」

が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
名
称
は
記

念
す
べ
き
『
二
〇
〇

三
』
と
『
お
お
つ
＝

０
２

、
お
う
み
＝
０
３

』

に
ち
な
ん
だ
も
の
で

す
。設

立
ま
も
な
く
助

成
金
な
ど
を
活
用
し

て
、
地
域
の
地
蔵
盆
調
査
や
介
護
に
た
ず
さ
わ

っ
た
女
性
の
声
調
査
、
大
津
女
性
史
│
『
大
津

に
生
き
る
女
性
た
ち
』
の
刊
行
の
ほ
か
、
国
際

平
和
・
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
会
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
会
員
の
投
稿
に
よ
る
文
集

「
ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き
」
を
定
期
発
行
し
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
で
多
く
の
人
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。
男
女
共

同
参
画
の
カ
バ
ー
す
べ
き
範
囲
は
と
て
も
広
く
、

今
後
は
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
団
体
と
つ
な
が
っ

て
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
た
い
そ
う
で
す
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
　
平
井
育
恵
）

0203の会（大津）�和�おおつおうみ�

0203
おおつおうみ

の会
（「日本女性会議2003おおつ」を活かす会）
代表●砂金千恵美
設立●2004年5月
会員数●25名
連絡先●TEL：077-543-5169（小田島）
e-mail：info_o2o3@zeus.eonet.ne.jp
URL：http://o2o3nokai.web.fc2.com/index.html

●メンバーは多彩。都会での日
常を忘れて、竹を切り、道を
拓き、里山で夢をつむぎます。

●毎週火曜日は、さんさん守山で
の定例会です。継続は力なりで、
とにかく毎週やってます。

●おうみ未来塾10周年記念に出
展しました。多くの出展団体
との交流を今後の企画にも活
かしていきたいと思います。

話�

輪�

和�

「
０
２

」「
０
３

」
と
か
け
て

「
男
女
共
同
参
画
」
と
解
く

そ
の
コ
コ
ロ
は
？

〜
自
分
た
ち
の
感
じ
た
こ
と
、
感
性
を
形
に
〜

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団
の
新
た
な
取
り
組
み

●『大津に生きる女性たち－明治から
現代まで－』

金
勝

こ

ん

ぜ

の
里
山
の
お
宝
発
掘
と

そ
れ
を
核
に
し
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
挑
戦


